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中間試験 1 一様な 1次元物体の質量中心は xM =
1

L

∫
xdx（ここで，Lは物体の長さ，積分範囲は物体の領

域）である．これを用いて，長さ Lの一様な棒の質量中心を図の座標軸について求めなさい．

O L
x

　

中間試験 2 作用線が互いに平行で逆向きな二つの力を一つの力に合成する方法を，図を用いて説明しなさい．

　

中間試験 3 Atwoodの装置について，滑車の慣性モーメント I が十分に小さいとき滑車の両側の張力 T1 と T2

が等しいとみなせることを，滑車の回転に関する運動方程式を用いて説明せよ．

T1 T2
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中間試験 4 質量M の剛体がある．剛体上のある点 A を通る軸のまわりに力のモーメント N が加わることで，
剛体は角速度 ω(t) = αt+ β（ここで，αと β は定数） で回転している．点 Aを通る軸が質量中心を通る軸か
ら h離れているとき，質量中心を通る軸のまわりの慣性モーメントを求めよ．なお，問題文中の軸は全て鉛直方
向を向くものとする．

中間試験 5 半径 aの一様なうすい円板から 4つの円がくり抜かれた物体（質量M）を作製した．くり抜かれ
た円は全て，くり抜く前の円板の中心 Oから a

2
離れたところを中心とし，半径 a

4
の円である．この物体につい

て，Oを通り板面に垂直な軸のまわりの慣性モーメントを求めよ．ただし，半径 r，質量mのうすい円板につい
て，質量中心を通り板面に垂直な軸のまわりの慣性モーメントは mr2

2
である．

O a/2 a/4
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中間試験 6 薄い円板（半径 a，質量M）のまわりに糸を巻きつけ，ほどけた糸の部分をなめらかな水平釘にか
け，糸の端に質量mの質点をつるしてはなす．張力を T，円板の質量中心の加速度を α，角加速度を γ，質点の
加速度を β とする（並進運動の正方向は鉛直下向き，回転運動の正方向は反時計回りとする）．重力加速度の大
きさを g とし，空気抵抗は無視できるものとして次の問いに答えなさい．ただし，この円板について，質量中心
を通り板面に垂直な軸のまわりの慣性モーメントは Ma2

2
である．

(1) 質点について運動方程式を記せ．
(2) 円板の並進運動と回転運動について，それぞれの運動方程式を記せ.

(3) 円板と質点の落下に伴う糸の長さの変化に着目し，α，β，γ，aの間に成り立つ関係式を求めよ．
(4) α，β，γ，T をそれぞれ a，g，M，mを用いて表せ．

α

γ

β
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中間試験 7 質量の無視できる棒（長さ L）の一端に一様な球（半径 a，質量M）をつけ，もう一端を固定する
ことで振り子とする．固定点を O，重力加速度の大きさを g とし，空気抵抗は無視できるものとして次の問いに
答えなさい．ただし，この球について，中心を通る軸のまわりの慣性モーメントは IM =

2

5
Ma2 である．

(1) 点 O のまわりの力のモーメント N を求めなさい．
(2) 点 O のまわりの慣性モーメント I を求めなさい．
(3) 振幅 ϕが十分に小さいとき，この振り子の周期を，a，g，Lを用いて表せ．その際，ϕが十分に小さいと

き sinϕ ! ϕであることを用いよ．

O

φ
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解答型

が が 始球
th

途中順なしは4

①同一作用線上で見かけの力に合力 _が0 をそれぞれに作用させる の ②
i

② 元の力との合力をそれぞれ考える i
i

③ 作用線の交点に力を移動 130

④ 2つの力の合力が元の 2つの力 裟灥
を合成したもの

場所違いは 4 説明なしは4

滑車の半径を aとすると 回転運動方程式は
It at 一 aたdt

It O のとき GT aた 0

T 二たい
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